
 会  議  録  

 

１ 会議名 平成２４年度第６回宇都宮市上河内自治会議 

２ 開催日時 平成２５年１月２１日（月） 午後２時００分～午後４時００分 

３ 開催場所 宇都宮市上河内地域自治センター大会議室 

４ 出席者 【委 員】 

太田正，束原勸，赤羽博行，江連脩身，神山光男，亀田勝敏， 

川津昭夫，手塚道子，手塚安則，星優美子，谷田部喜美江，横塚境，

君島恭子，櫻井清一，髙橋みどり 

【事務局】 

地域自治制度担当副参事，上河内地域自治センター所長， 

地域経営課長，地域づくり課長，保健福祉課長，産業土木課長， 

自治振興課職員，地域経営課職員 

５ 公開・非公開 公 開 

６ 傍聴者数 【傍聴者】なし 

【記 者】なし 

７ 会議経過 １ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 事 

地域のまちづくりに関する施策の提案について 

４ その他 

５ 閉 会 

 

 

１ 開 会 

平成２４年度第６回宇都宮市上河内自治会議開催 

２ あいさつ 

 太田会長よりあいさつ 

３ 議 事  地域のまちづくりに関する施策の提案について 

会 長 次第３の議事に入らせていただく。 

地域のまちづくりに関する施策の提案について，事務局から説明願う。

事務局 まず，提案書（案）の「表紙」から「各テーマの体系」までを説明させ

ていただくので，その部分についての協議をお願いする。 

（表紙から３ページまでを説明） 
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会 長 それでは，「表紙」から「各テーマの体系」までの部分について，何か意

見はないか。 

委 員  ３ページの「各テーマの体系」にある目標の表記が右下がりになってい

るため，読みにくいと感じた。 

事務局  読みはじめが右上がりになるように修正させていただく。 

会 長 他に意見がないようであれば，次に進めさせていただく。 

全委員 意見なし。 

会 長  次に，テーマ「子育て・教育」の部分について，事務局から説明願う。

事務局  （４ページから７ページまでを説明） 

会 長 それでは，テーマ「子育て・教育」について，何か意見はないか。 

委 員 取り組み③「ふれあいの場の提供」は，親子のふれあいの場という内容

なので，親子という表現を入れたほうが良いと思う。 

また，以前は子ども会の活動で小学生対象にスポーツ教室・海水浴・キ

ャンプなどの行事があった。スケジュールにある既存行事の把握の中に入

ってくるとは思うが，復活できる方向にもっていければ良いと思う。 

委 員 そうした行事は，夏休みの行事として実施していた経過があると思うが，

子どもが少なくなり，バスが出せないなどの問題もあったことから，個人

でいくことはあっても行事としていくことは少なくなってきた。 

また，ＰＴＡだけで行うとなると難しいと思う。 

副会長 そうしたものを地域で行うとなると，方策２「地域の連携による地域交

流活動の充実」という中で，公民館活動の一環として行うしかないと思う。

会 長  今まで子ども会中心で実施してきた行事を，地域全体で支えていくかた

ちで復活できるものは復活していこうということであるが，方策１になる

のか方策２になるのかについては，少し検討させていただきたい。 

委 員 取り組み⑩「子どもの家の交流」にある子どもの家の整備については，

市の考えとして，学校敷地内に整備するという考え方であるが，それが本

当に良いのかは疑問である。確かに管理はしやすいかもしれないが，地域

における子育て支援ということで，地域で見守るという視点でいえば，上

河内西小学校区の子どもの家のように公民館の近くにあったほうが良いと

いう考え方もあると思う。 

会 長 子どもの家の整備に関しては，今までに審議してきた合併市町村基本計

画の中で枠付けがされており，それに基づき進めているため，今から取り

組み内容を変えるというのは難しいと思う。 

委 員 以前に子育て支援ということで，乳幼児を預かってくれる施設が足りな

いという意見があったと思うが，どうなってしまったのか。待機している
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児童がいないということで，内容から外れたのであればこのままで結構で

ある。 

委 員 子どもが熱を出したら，すぐに親に連絡があり，迎えに来てもらうよう

なことを上河内でも行っているのか。 

委 員 そうしたことは，上河内でも行っている。 

会 長  他に意見がないようであれば，次に進めさていただく。 

  全委員 意見なし。 

会 長 次に，テーマ「環境・景観・防災・上下水」について，事務局から説明

願う。 

事務局 （８ページから１１ページまでを説明） 

会 長 それでは，テーマ「環境・景観・防災・上下水」について，何か意見は

ないか。 

委 員 取り組み⑦「荒廃森林の再生」に地域ボランティアの協力とあるが，森

林の伐採は危険が伴うので地域のボランティアが行うのは難しいと思う。

委 員 県に森林ボランティアという組織があり，そうしたものを利用したほう

が良いということである。 

委 員  危険であるというのは当然の話であるが，あくまで地域のボランティア

が行うというものではなく，ボランティアの協力を得るという意味であり，

地域で考案した土地を何とかしようということを前面に出している内容で

あると思う。 

委 員 ８ページの現状のところに「西鬼怒川や山田川などがあり」とあるが，

本流として鬼怒川もあると思うので，西鬼怒川という表現ではなく鬼怒川

としたほうがよいと思う。 

また，鬼怒川が流れる芦沼地区は，堤防には浜から上がってきたハマエ

ンドウが咲いているので，そうした資源を大切にする必要があると思う。

委 員 方策４「自然を活かした景観活用交流の充実」の中に西鬼怒川と山田川

を題材にした取り組みが出てくるので，そうした表現となっている。鬼怒

川という表現は方策４の取り組み⑧「地域資源の発見」に関係してくると

思うので，修正するのであれば，鬼怒川・西鬼怒川・山田川としたほうが

良いと思う。 

委 員 取り組み④「ごみ「０」運動の促進」のスケジュールで，５年後までの

枠に「地元の小学生に啓発ポスターを依頼」とあるが，５年後まで待つ必

要はないと思う。また，小学生だけではなく小中学生としたほうが良いと

思う。 

委 員 取り組み⑩「西鬼怒川堤の整備」の１０年後までのスケジュールに「桜
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の植林」とあるが，桜が咲くまで時間がかかるので，もっと前に植林した

ほうがよいと思う。 

委 員 堤防に桜を植えていいのかもよくわからなので，１０年後までにという

ことで良いのではないか。 

会 長 取り組み⑩の内容については，最終的にこのままの内容でよろしいのか。

全委員 異議なし。 

会 長 他に意見がないようであれば，次に進めさせていただく。 

全委員 意見なし。 

会 長 それでは，最後にテーマ「健康・福祉」について，何か意見はないか。

委 員 ここには出てこないが，昔は各自治会に老人会があり，いろんな活動を

していたが現状は衰退しているのではないか。高齢者にとって老人会を充

実させることは大切であると思う。 

委 員  上河内地区で老人クラブに入っている組織は１３あり，１２クラブが未

加入である。現在，加入促進運動をやっているところであるが，県全体で

３千人が減ったということで危機的状況である。なお，今ある１３クラブ

については，いろいろな活動を行っており，地域になくてはならないもの

になっているので，ぜひクラブを立ち上げて活動を充実させることで地域

全体が盛り上がればと思っている。それが老人パワーであり，まだまだ活

躍できる余地があると思う。 

そうした取り組みを提案に盛り込ませていただければと思う。 会 長 

委 員 そうであれば，取り組み⑩「高齢者の生きがいづくり」に入ってくるの

ではないか。 

会 長 方策５自体が「高齢者の外出支援の充実」であるため，どうちらかとい

うと方策１に近いと思うが，衰退してきている組織の再組織化を図るとい

う趣旨で，何らかのかたちで提案に反映できればと思う。なお，どちらの

方策に入れるべきか，または新たな取り組みとして設けるべきかについて

は少し検討させていただきたい。 

委 員 取り組み⑫「高齢者の身近なふれあいづくりの場の提供」のスケジュー

ルの１０年後のところに「新たなサロンの開設」とあるが，どのようなイ

メージのものなのか。 

委 員 来年度くらいから始まる予定だが，社会福祉協議会で公民会等を利用し，

お年寄りや子どもたちが集まってお喋りができる場所を提供するという事

業がある。そうしたものを示していると思う。 

事務局 今の意見はスケジュールの５年後の枠にある「地区毎の公民館を高齢者

に開放」という内容であると思う。ここに表記してある「新たなサロンの
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開設」については，平成２３年度に上河内自治会議で視察研修にいった「街

中サロンなじみ庵」のようなものをイメージした意見であったと記憶して

いる。 

会 長 

 

社会福祉協議会の補助事業だけでなく，そうした現在進行しているもの

とは別に少し膨らんだ意味合いもあり，「新たな」という表現として区別し

てあるということである。 
他に意見はないか。 

  全委員 意見なし。 

会 長 それでは，議事はここまでとさせていただく。 

また，今回協議した結果を踏まえ，提案書を修正させていただくが，文

言等の修正や微調整については，会長・副会長一任とさせていただきたい。

なお，次回の自治会議で提案書を確定させ，提出までを予定している。

４ その他 

会 長 次に次第４の「その他」について，意見を求める。 

事務局 次回の平成２４年度第７回宇都宮市上河内自治会議は，今期最後の会議

となっており，開催日時は２月１８日月曜日の午後３時からを予定してい

る。 

会 長 他になければ本日の議題は終了させていただく。 

全委員 意見・質問なし。 

５ 閉 会 

会 長 以上で，平成２４年度第６回宇都宮市上河内自治会議を終了する。 

 


